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平成 23 年 9 月 22 日 金曜日   
                              奈良県感染症情報センター     （奈良県保健環境研究センター内） N a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S C             今週の今週の今週の今週の概要概要概要概要        今週の感染症情報     全数報告対象感染症発生状況（8 月）      奈良県結核患者情報（8 月）   （（（（調査週）調査週）調査週）調査週）    平成平成平成平成 22223333 年年年年                            第第第第 33337777 週週週週                        9999 月月月月 12121212 日（月）～日（月）～日（月）～日（月）～    9999 月月月月 18181818 日（日）日（日）日（日）日（日）      奈良県および二次医療圏別発生状況  （奈良県上位 5 疾患） （５週前からの動向） 順位 疾 患 定点当り 奈良県 北 部 中 部 南 部 1 手足口病  1.43  →～↓  ↓  →  →～↓  2 感染性胃腸炎  1.17  →～↓  →  →～↓  →～↑  3 突発性発疹  0.51  ↑  ↑  →  ↑↑  4 Ａ群溶連菌咽頭炎  0.46  →～↑  ↓  ↑  →～↓  ５ RS ウイルス感染症  0.40  ↑  →～↓  ↑↑  →  全県の動きと目立って異なる推移（定点当りの変化程度で実数ではない）を太い矢印で示す。 ★奈良市保健所管内では手足口病の警報レベルが継続中です（定点当たり2.29）。  県北部地区概況県北部地区概況県北部地区概況県北部地区概況    報告数は 75 例で、前週報告の 136 例から減少。上位 5 疾患は、①手足口病、②感染性胃腸炎、③突発性発疹、④水痘＝ヘルパンギーナ＝流行性耳下腺炎の順。突発性発疹の報告数（12 例）は、ほぼ横ばい。流行性耳下腺炎の報告数（5 例）も、ほぼ横ばい。手足口病の報告数（24 例）は、ほぼ半減。感染性胃腸炎の報告数（15 例）は、やや減少。ヘルパンギーナの報告数（5 例）も、やや減少。水痘の報告数（5 例）も、やや減少。奈良市 HC管内基幹定点から、マイコプラズマ肺炎が 1 例報告された。奈良市 HC および郡山 HC 両管内眼科定点からの報告はなかった。                     （村井 記）  県中部地区概況県中部地区概況県中部地区概況県中部地区概況 報告数は 36 週の 94 例から、37 週は 93 例と横ばいであった。上位の 5 疾患（36 週→37 週）は、①感染性胃腸炎 （29 例→21 例）＝手足口病（16 例→21 例）、③A 群溶連菌咽頭炎（8 例→13 例）、④RS ウイルス感染症（2 例→10 例）、⑤咽頭結膜熱（19例→8 例）＝水痘（5 例→8 例）の順であった。感染性胃腸炎と手足口病が 1 位となった。RS ウイルス感染症が増加し 4 位となった。インフルエンザの報告はなかった。眼科定点からは葛城 HC より流行性角結膜炎 1 例の報告があった。基幹定点からの報告はなかった。 （德田 記） 
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    県南部地区概況県南部地区概況県南部地区概況県南部地区概況  報告数（第 36 週→第 37 週）は 16 例→22 例と推移。報告のあった疾患は①感染性胃腸炎（1 例→5 例）、①手足口病（3 例→5 例）、③ヘルパンギーナ（3 例→3 例）、④A 群溶連菌咽頭炎（4 例→2 例）、④突発性発疹（0 例→2 例）、④流行性角結膜炎【眼科定点】（1 例→2 例）、⑦RS ウイルス感染症（1 例→1 例）、⑦流行性耳下腺炎（0 例→1例）、⑦マイコプラズマ肺炎【基幹定点】（0 例→1 例）であった。       （柳生 記）   【全数【全数【全数【全数報告報告報告報告対象感染症発生状況（平成対象感染症発生状況（平成対象感染症発生状況（平成対象感染症発生状況（平成 23232323 年年年年 8888 月）月）月）月）】】】】    平成 23 年 8 月に奈良県内の保健所に届出のあった全数報告対象感染症は、以下の通りです。  ８月報告患者数（平成 23 年９月 2０日現在） 類型 疾患名/保健所名 奈良市 郡山 桜井 葛城 内吉野 吉野 8 月計 2 類 結 核 ７ 13 ４ ２ ５  31 3 類 腸管出血性大腸菌感染症 ２  ２ 1 １  6 4 類 レジオネラ症    １   １ 5 類 アメーバ赤痢 １      １ 5 類 後天性免疫不全症候群   １    1 （感染症情報センター 記）  
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（平成２３年４月～）8月 総計奈良市 8 35大和郡山市 2 11天理市 2 7生駒市 5 11平群町 3 4三郷町 4斑鳩町 4大和高田市 8御所市 2香芝市 6葛城市 1 3上牧町 3王寺町 1 9広陵町 6河合町 2橿原市 2 11桜井市 2 7三宅町 1田原本町 3高取町 1吉野町 2大淀町 3五條市 5 831 151（9月20日現在）

表．結核届出数市町村北和
中和
南和 合計

  奈良県感染症情報センターでは結核患者発生動向情報の提供を始めました。 今回は 8 月の新規届出状況をお知らせします。                            ＊＊＊＊結核予防週間が始まります（結核予防週間が始まります（結核予防週間が始まります（結核予防週間が始まります（2011201120112011 年年年年 9999 月月月月 24242424～～～～30303030 日）日）日）日）＊＊＊＊     ～「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも…～～「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも…～～「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも…～～「体がだるい？」「咳が治らないの？」それって結核かも…～     結核は、いまだ年間 2 万 3 千人を超える新規患者が発生している我が国の主要な感染症です。厚生労働省では、9 月 24 日から 30 日を「結核予防週間」とし、国民が結核を知り、正しい知識を深める期間としています。 詳しくは、結核予防会の Web サイトをご覧ください。 http://www.jatahq.org/index.htmlhttp://www.jatahq.org/index.htmlhttp://www.jatahq.org/index.htmlhttp://www.jatahq.org/index.html    （感染症情報センター 記） 

 
図 1．保健所別届出数（8 月受理分） 


